
世
に
広
が
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
賃
上
げ
ム
ー
ド
の
中
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
期
待
は
も
う
す
ぐ
支
給
さ
れ
る
「
夏

の
ボ
ー
ナ
ス
」
に
集
ま
っ
て
い
る
。
が
、
ど
れ
だ
け
増

え
る
か
と
思
っ
て
い
た
ら
、
「
お
や
？
」
と
い
う
展
開

が
待
ち
受
け
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

本
誌
粥
社
調
査
で
判
明
し
た
の
は
、
バ
ラ
色
と
は
言

い
難
い
「
ア
ベ
ノ
ボ
ー
ナ
ス
」
の
明
暗
だ
っ
た
。
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平
均
は
マ
イ
ナ
ス
6
2
5
5
円

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
で
ど
れ

だ
け
ボ
ー
ナ
ス
が
上
が
っ
た

か
L
I
注
目
を
集
め
た
連
合

の
「
春
闘
の
回
答
集
計
結
果
（
第

4
回
）
」
に
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
に
と
っ
て
衝
撃
的
と
紅
い
え

る
数
字
が
記
さ
れ
て
い
た
。

4
月
1

2
日
ま
で
に
会
社
側
か

ら
回
答
を
引
き
出
し
た
2
3
1

4
組
合
の
集
計
結
果
に
よ
れ
ば
、

賃
金
の
引
き
上
げ
額
の
平
均
は

前
年
比
で
わ
ず
か
月
額
6
7
円
の

引
き
上
げ
に
と
ど
ま
っ
た
。

本
誌
4
月
1

9
日
号
で
は
「
春

闘
に
よ
る
賃
上
げ
額
は
5
1
円
で
、

花
見
で
缶
ビ
ー
ル
1
本
飲
め
ば

4
か
月
分
が
吹
っ
飛
ぶ
」
と
書

い
た
が
、
追
加
回
答
に
よ
っ
て

そ
れ
が
「
3
か
月
分
」
で
済
む

よ
う
に
な
っ
た
程
度
で
あ
る
。

そ
れ
以
上
に
驚
く
の
は
、
せ

め
て
も
の
期
待
だ
っ
た
夏
の
ボ

ー
ナ
ス
が
、
マ
イ
ナ
ス
6
2
5

5
円
（
6
8
8
組
合
の
平
均
）
　
と

下
が
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

賃
金
事
情
に
詳
し
い
経
済
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
海
上
憲
文
氏
は
、

春
闘
の
結
果
を
こ
う
見
る
。

「
夏
の
ボ
ー
ナ
ス
額
が
前
年
比

で
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
た
の
は
、

回
答
し
て
い
る
労
組
に
電
機
、

鉄
鋼
、
化
学
な
ど
業
績
が
悪
化

し
た
と
こ
ろ
が
多
く
、
と
り
わ

け
中
国
や
韓
国
に
押
さ
れ
て
業

績
が
悪
い
鉄
鋼
に
足
を
引
っ
張

ら
れ
た
結
果
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
方
で
、
夏
冬
合
わ
せ
た
年
間

の
一
時
金
総
額
は
プ
ラ
ス
4
万

3
7
9
7
円
（
6
3
7
組
合
の

平
均
）
　
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、

満
額
回
答
が
続
出
し
た
自
動
車

業
界
の
多
く
が
、
年
間
額
し
か

連
合
に
提
出
し
て
い
な
い
か
ら
。

こ
れ
で
わ
か
る
の
は
、
今
年
の

も
贅
沢
な
悩

と
そ
れ
以
外
で
く
っ
き
り
分
か

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
」

そ
の
指
摘
通
り
、
本
誌
調
査

で
も
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
ひ
と

り
勝
ち
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

ト
ヨ
タ
は
、
5
年
ぶ
り
に
営
業

利
益
が
黒
字
転
換
す
る
見
込
み

で
、
満
額
回
答
の
1
0
5
万
円
。

前
年
比
13
万
円
ア
ッ
プ
で
あ
る
。

日
産
や
ホ
ン
ダ
も
満
額
回
答
を

勝
ち
取
っ
た
。

マ
ツ
ダ
も
超
低
燃
費
技
術
ス

カ
イ
ア
ク
テ
ィ
ブ
の
搭
載
車
が

好
詞
で
、
今
夏
は
昨
期
よ
り
平

均
1
5
万
1
5
0
0
円
ア
ッ
プ
の

大
幅
増
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

5
0
代
社
員
（
生
産
部
門
）
は
喜

色
満
面
と
は
い
か
な
い
様
子
。

「
大
幅
ア
ッ
プ
と
い
っ
て
も
、

自
動
車
の
な
か
で
う
ち
だ
け
が

満
額
じ
ゃ
な
か
っ
た
（
苦
笑
）
。

一
日
も
早
く
、
ト
ヨ
タ
や
ホ
ン

ダ
さ
ん
の
よ
う
に
1
0
0
万
円

超
え
の
満
額
を
ゲ
ッ
ト
で
き
る

よ
う
に
頑
張
ら
な
け
れ
ば
」

る
。
そ
れ
と
対
照
的
な
の
は
、

自
動
車
向
け
の
鋼
板
を
卸
す
鉄

鋼
業
界
で
あ
る
。
鉄
鋼
メ
ー
カ

ー
が
加
盟
す
る
基
幹
労
連
の
組

合
員
1
人
当
た
り
の
夏
の
ボ
ー

ナ
ス
平
均
額
は
、
昨
年
の
6
9
万

3
1
5
1
円
か
ら
3
万
円
以
上

の
ダ
ウ
ン
と
な
っ
た
。

業
界
の
雄
、
神
戸
製
鋼
所
の

広
報
担
当
者
は
率
直
な
悩
み
を

吐
露
し
た
。

－
「
自
動
車
が
好
詞
な
の
で
供
給

量
が
変
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

中
国
メ
ー
カ
ー
の
供
給
過
剰
に

よ
り
鉄
鋼
が
余
っ
て
、
マ
ー
ケ

ッ
ト
で
の
価
格
が
下
落
し
た
こ

と
が
大
き
な
要
素
で
す
。
鉄
鋼

製
品
の
単
価
は
、
1
割
以
上
下

落
し
て
い
る
。
理
由
は
中
国
の

景
気
減
退
で
、
そ
ち
ら
の
煽
り

を
受
け
て
し
ま
っ
た
」

中
国
が
く
し
ゃ
み
を
す
れ
ば

ア
ペ
ノ
ミ
ク
ス
が
吹
き
飛
ぶ
。

こ
れ
が
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
現

実
で
あ
る
。

善
く
に
忍
び
な
い
「
ダ
ウ
ン
組
」

自
動
車
以
外
の
製
造
業
で
は
、

業
界
内
で
明
暗
が
分
か
れ
た
ケ

ー
ス
が
多
い
。
電
機
関
連
で
は
、

日
立
や
安
川
電
機
な
ど
が
ボ
ー

ナ
ス
増
額
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、

前
年
比
1
万
1
5
4
9
円
ア
ッ
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「夏のボーナス上がった？下がった軸リスト
、1塁＝＝ii＝－i＝＝－i＝一一＝ii＝＝11－＝塁－i＝＝■1－＝亨＝－＝＝i＝－＝1－＝1－－－＝一一＝＝1－詰 譲墾攫懸 韻

閣議圏鰭

謁激闘深搬
讃隷 襲闘謡 認諾顕職彊麗閻蟻綴 艶麗彊澄謹謹選頭怒 議撥 躍 闘 ．溺 騒

食
料
。PP

キリンピー ル 9 1万 0 2
（35 歳
0 0 円

モデル）
9 6 万 12 0 0 円 　ヽ －5 万 1 0 0 0 円 19 44万円　※1 37 3万円　 ＋6 28 円　※1 （1653円）※1

I ＼ウ
怠 離党

∴6 3 万 箋蟹授 r l 1 5 1 6 遠 9 9万鱒 隷 饗 擬 態 讃 畿

パ
ル
プ
紙

日本 製紙 6 0 万 0 0
（組合
0 0 円

員平均）
6 5 万 0 0 0 0 円 　ヽ　　 － 5 万 円 4 34万円 20 4万円 （1224 円）

醸 議、 讃藤
璽露羽 翳醗　 ′、鶏醸醗

化学

日産 化学 工業
　 8 9 万 0 0 0

（37 3歳、組合員平

0 円

′均）
8 6 万 3 5 0 0 円 1細　 2 万 6 5 0 0 円 3 9 63万円

8 18万円 （瑞 詰

東 化 7
均）
1円
※2

4 8 6 8 円 8 50万円邦 学エ 業
（
5 7
組合
万 5 6
員平

5 7 万 0 8 0 3 円 7 8 16 1万円 （25描

菌 慈怒 ＋　 ∴

イサ ム塗 料 2 ．0 8 か月 （組合員）※2 2 ．0 2 か月 ′ 9 “0 6 が月 5 10 6万円 45 5万円 ＋39（387円）

欝 ブ ン 懸 霧平琵醸顔欝
8 9 万 0 3 9 日∴ － 琵繚 o 円 5 6 寵 穎騒罷寵 議 攫選蟻

ゴム

横 浜 ゴム
年間 14 4 万 0 0 0 0 円
（37 4歳、組合員平均）

年間 1 3 8 万 0 0 0 0 円 1事　　 年 間 6 万 円 7 50万円 25 6万円 （：鵜

0 ＋12
∴ブリ ．ト 顕寵 讃私 饗婁

∴7 7 万 鶏翻闘 ： 1 憂愁 o 離藤 、円∴ 欝 擬 態 簿繋鵠

ガラス・
士官製
日田

日本 ガイシ 　 6 5 万 0 0 0 0 円
（34 ．5歳、組合員平均）

7 0 万 0 0 0 0 円 　ヽ　　 －5 万 円 129 0万円
　　 －13 円
14 5万円 （1044 円）

鉄鋼 瀦 恕 謡鰯
寝

言
繋腰縄 0 0 円 蔑 0 4 蘭

題額露 、′、藷蜜慈

鰯籍競 ま ）「） 鍾蘭頗

非
鉄
金
属

三 井金属 年間 14 7 万 0 0
（組合
0 0 円
員平均）

年恒帥 4 8 万 5 0 0 0 円 　ヽ 年間－1 万5 0 0 0 円 87 6万円
　　　 0 円
13 8万円 （220 円）

古河 電 気エ 業
（4 0 2

万 4
組
0
∠ゝ
口

0

員平

0 円

′均）
6 0 万 0 5 0 0 円 1事　 2 万 3 5 0 0 円 15 5万円 4 0万円　 座 認6 2

歳、

＝＝：

フジクラ 0
∠ゝ口

0
員平
0 円

′均）
5 9 万0 0 0 0 円 ＋ 0 円 円

5 9
（
万 0
組

15 5万
13万円 （認識

円 弱 酸藷欝 0 円 場 7 ノ　慧　 親臨弦現貌

機械

東芝 機械 2 ．3 5 か月 2 ．3 4 か月 ′葛　　 0 ，0 1 か月 16 8 2万円 2 44 万円 ＋85円（521円）

井 関 国展機

轄繋
6
員平

万 5 9 1 2 円 184 万円
（3 9 5
5 4
歳、
万 4
組
6
∠ゝ口

2 円

′均）
4 9 万 8 7 5 0 円 メ　 4 88 万円　 離 籍

タイキンエ
年間 1 7
（39 1
2
歳、
0
∠ゝ口

0

員平

0 円

′均） “
閏帥 7 0 万 0 0 0 0 円 メ 年 間 2 万円 9 6 2万円 197 万円 †850 円（翻 5円）

万 0
組

） ＋ 麗 事置〃○教 ∴4 ∴∴

菱 垂主 菜 2 か月＋2 4 5 万円 2 力）月＋2 3 ．2 5 万 円 タ 、 1 万 2 5 0 0 円 12 55 万円 2 13 万円 12盤円（652円）

田機械 2 ．2 か月（組合員） 2 か月
ざ ／　 0 ，2 か月

プ
し
た
日
立
も
、
声
は
明
る
く

な
い
。

「
2
0
1
2
年
の
業
績
の
下
方

修
正
を
し
て
い
る
の
で
、
業
績

が
い
い
か
ら
ボ
ー
ナ
ス
を
上
げ

た
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
手
放
し
で
喜
べ
る
状
況
で

は
な
い
の
で
、
『
他
社
と
比
較

し
て
う
ち
は
業
績
好
誼
で
ボ
ー

ナ
ス
ア
ッ
プ
』
と
い
っ
た
明
る

い
イ
メ
ー
ジ
で
書
か
れ
る
と
困

り
ま
す
」
（
広
報
・
I
R
部
）

ダ
ウ
ン
組
は
紹
介
す
る
の
が

忍
び
な
い
。
1
3
年
3
月
期
決
算

で
1
6
5
0
億
円
の
赤
字
を
計

上
す
る
見
通
し
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
で
は
、
会
社
側
が
ボ
ー
ナ
ス

の
2
割
カ
ッ
ト
を
組
合
側
に
提

案
し
、
い
ま
だ
妥
結
し
て
い
な

い
。
経
営
再
建
中
の
シ
ャ
ー
プ

に
い
た
っ
て
は
、
労
組
は
春
闘

を
実
施
せ
ず
に
ボ
ー
ナ
ス
の
半

額
カ
ッ
ト
を
受
け
入
れ
た
。
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注／ボーナス額は本誌調べ。1人当たり

の内部留保は、各社の連結利益剰余金

の頚を連結従業員数で割ったもの。1人
当たりの営業利益は、3月期、5月期決

算の会社は適期連結予想、12月期決算
の会社は適期連結実績の額を連結従業
員数で割ったもの。年初からの株価増減

は1月4日終値からの増減。現在の株価
は4月17日終値。ボーナス額の前に「年

間」とあるものは夏冬の支給割合が非
公表のため、夏冬合計の年間額を記し

た。－は非公表。十〇は業績などで増額
する可能性があるもの。年齢は今年と昨
年で異なる場合がある。※1／それぞれ

親会社の数値。※2／今年と昨年のボ
‾ナス額は国民春闘共闘委員会調べ。

闇 閣 闇 醒 闇 闘　　　　くる一 三
　　　　　　　　　　一　　　一　一　一　　　〇　　　一 琶露霊 駐 姦適 狙謹露語囲匿 範囲 圏醗 謹闘題 醸 讃騒麗醒閏麗

曇

ヌヽ
機
器

「＝－＝－

0 円三 菱 電 機 7 2 万 6 0 0 0 円
（組合員平均）

7 9 万 5 5 0 0 円 ヽ1 －6 万 9 5 0
8 4 5万円 128万円　 嵩 窮

7 ●5　 8 6　 0　 ∴ ／／護護　 憲 ／瀦

安 川 電 機
年 間4か
（3
月＋業績連

8 ．5歳、組合

動

員

分
）
年 間 13 8 万 0 0 0 0 円 1事 7 48万円

150万円 落 籍

明 電 舎
年 間 1 2 1万 4 7 8

（組合員平

8
均
円
）
年 間 12 1万 1 3 0 8 円 メ　 年 間 3 4 8 0 円 170 万円

107万円　 議 締

畿議題麗 義

ダ イ ヘ ン 　 6
（3 3 5

1 万 3 1 8 4 円

歳、組合員平均）
6 2 万2 8 8 8 円 ヽ1　 －9 7 0 4 円 696 万円

70 万円 （左 端

皇軍

G S ユ ア サ 年 間4 ．7 か 月 （組合員） 年 間 5 ．1 5 か 月 　ヽ 年間 －0 ，4 5 か月 2 77万円※1 8 0万円※1 †32円（鰯円周1

ヽ1 29 1万円
4 5万円　 識 滞

パ ナ ソ ニ ック
ボ ー ナ ス

削 減 を提

は業 績 連 動

案

で 、会 社 側 が 労 組 に 2 副

帝 国 通 信 工 業 　 5
（3 5 6

0 万 6 8 4

歳、組合員平

0 円

′均）
4 9 万 3 8 9 5 円 メ　 1 万 2 9 4 5 円 34 1万円 3万円 †30円（189円）

謙

リオ ン
8

（

0 万 0 0 0 0

組合員平均）※

円

2
7 8 万 10 0 0 円 メ　 1 万 9 0 0 0 円 68 3万円

19 5万円　 譲 締

カ シ オ 計 算 機 年 間 18 5 万 3 9 3 6 円　（組合員平均） 年 間 1 6 6 万 6 2 9 0 円 1細　 年剛 8 万7 6 4 6 円
46 1万円 15 8万円 （7謂

輸
送
用
機
器
自

動
車

●○●．　　　　ヽ 諜 議麗 ／鰹 蒸室議 護薮 ＋3 0 万 円 聴 聞 臨 窪 涼 離穎駁蒸開 彊撥 騒 罷 撥髄 鞘繋髄

日本 車 高 製 造 6 7 万 5 0
（40 7
0 0 円＋5 万
歳、組合員平

円

′均）
7 0 万0 0 0 0 円＋5 万 円 　ヽ －2 万 5 0 0 0 円

13 0 4万円 176万円　 謹 謂

鶏 議 議 題　 ′ ∴5 ∴　0 00 0 円 ∴29 1翳涼感 3 2万円　 ∴

7 8　年間 7 万 7 0 0 0 円 19 9 8万円
3 65万円 （昆 猫

日産 自 動 車 年間204 万100 0 円（4 1 8
歳、組合員平均）

年 間 19 6 万 4 0 0 0 円

旨 ま 難関清閑駆

′ 1 3 万 円 37 64万円
3 50万円 蒜 謂

トヨタ 自 動 車 1 0 0万 0
（38
0 0 0 円＋5 万円
歳、組合員平均）

9 2 万 0 0 0 0 円

ヽ‘ －3 万 1 0 0 0 円 23 6 0 万円 2 13 万円 ＋8円（102円）三 菱 自 動 車 工 業
（37 6
6 3 万 1 0 0 0 円
歳、組合員平均）

6 6 万 2 0 0 0 円

－

1事　 年 間 0 ．1 5 か 月 10 67 万円
134 万円 （詩 語

太 平 洋 工 業
（3

年 間5 ．1

5 ．4歳、組合
か ）

貝

月

）
年 間 4 ．9 5 か月

ア イ シ ン精 機 ∴
車軸潮目7年技能職モデル）

∴ 7 5 万 3 0 0 0 ＼畿 関 醗 繕 綜騒 撥 謙　 霧隷 総 瀦擬醜

機
械
関
連
で
は
、
三
菱
重
工

は
兢
空
宇
宙
産
業
が
好
調
で
平

均
1
万
2
5
0
0
円
の
ボ
ー
ナ

ス
増
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
以
外

は
軒
並
み
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
。

バ
ッ
テ
リ
上
の
出
火
問
題
を
起

こ
し
た
ボ
ー
イ
ン
グ
7
8
7
で
、

機
体
を
担
当
し
た
三
菱
重
工
は

ア
ッ
プ
し
た
の
に
、
エ
ン
ジ
ン

を
担
当
し
た
I
H
I
は
1
万
十

5
9
6
円
の
減
額
と
な
っ
た
。

「
B
1
8
1
は
現
在
も
計
画
通

り
生
産
が
進
ん
で
い
る
の
で
、

特
に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
よ
り
も
震
災
復
興
の
需
要
が

一
段
落
し
た
こ
と
が
業
績
に
影

響
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
三

菱
重
工
さ
ん
は
大
企
業
で
多
角

化
し
て
い
る
の
で
、
他
の
事
業

で
カ
バ
ー
で
ざ
る
の
で
し
ょ

う
」
　
（
I
H
I
広
報
・
I
R
室
）

ち
な
み
に
、
B
7
8
7
に
バ

ッ
テ
リ
ー
を
供
給
す
る
G
S
ユ

ア
サ
は
、
年
間
で
マ
イ
ナ
ス
0
リ

4
5
か
月
と
な
っ
て
い
た
。

製
造
業
で
は
円
安
の
影
響
で

多
く
の
メ
ー
カ
ー
が
業
績
が
好

転
す
る
見
通
し
を
打
ち
出
し
て

い
る
が
、
原
料
費
や
燃
料
費
は

高
騰
す
る
の
で
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
効
果
が
相
殺
さ
れ
る
可
能
性

を
危
惧
す
る
声
も
多
い
。
絶
好
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　 き
，磐も愛

†

，

輸
送
用
機
器

自

動
車

その他
製品

マ ツ ダ 　 6 6 万 5 5 0 0 円
（37 6歳、組合員平均）

当主二〇デ 顕軽 一　 誌　　　　節殺 －】）

5 0 万 8 0 0 0 円 メ 1 5 万 7 5 0 0 円 －14 7万円 ＋13 7 円

縫

ホ ン ダ 1

（4 1

0 6 万 7 0 0

8歳、組合員平

0 円

均） 9 1万 6 0 0 0 円 ◆t l 5 万 1 0 0 0 円 3 1 8 8 万円

　 ′親裁駆 灘 、

2 78 万円 （裁 鰐

溺闘鶏謙繍慈 8 円

ヤ マ ハ 発 動 機 2 ．5 か 月 （組合員） 2 ．4 か月 ′ 0 ，1 か 月 46 3万円 3 4万円 †314円（132獅）

ヤ マ ハ

欝

（4

0 代 後

6 8 万 8 0 0 0

2歳、組合員乎

髄曜

円

型
6 8 万 6 0 0 0 円 ′葛　　　 2 0 0 0 円 7 0 8万円 3 5万円 （諜 鰐

小売

陸運 ／

ヽ

ロ：一一ソ ン ※ 溺 隠 綴

捌裳溺諜

鱗 籍藻 の 、「ナ ス 増 で 嬬 ＋13 5 0円

イ トー ヨ ー カ 堂 4

後

年 ぶ り

、ポ ー

に ベ ー ス ア

ナス 交渉 を
ツ
始

（9 6

る

7 ）を実 施 。今

－ 9 96 万円 55 7 万円 ＋11 8 4円　※3 （3675円）※3

菓

高 島 屋
（4 4 5
5 6 万 0 0 0 0

歳、組合員平

田

地） 5 万0 0 0 0 円 ヽ〃 －2 万 円 2 5 6 5万円 3 2 2 万円 （七難 円

東 日 本 旅 客

（JR 東日本）
鉄 道

2 ．8 5 カ月 2 ．5 5 か 月 1細 0 ，3 か 月 2 3 2 7万円 52 3万円　 ＋30 0 0 円

8 2 十日　 5

東 海 旅 客 鉄

（J R 東海）

道 ●9 2 万 9 0 0 0

（35 歳モデノ
円

レ）
9 1万 4 0 0 0 円 ′ 1 万 5 0 0 0 円 50 5 0 万円 14 4 9万円 （1 総 0円

扇 毘　　　 謹韻 ∴　一35 千8 1 ∴　 ＋

空運

藍

通信

日本 航 空 （JA L） 5 3 万 0 0 0 0

（3 0歳モデ）
円

レ）
4 8 万 0 0 0 0 円 ◆葛 5 万 円 53 4万円

． ′轟轢 爛蟻鰯灘

595 万円 ＋4 70 円

醒　　　　　 随喜

N T T 東 日本 ノ6 7 万 1 5 0 0

（40歳モデノ）
6 万 1 5 0 0 円 0 円 49 4 9万円 50 6万円 ＋10 4 0 円　※3 （4275円）※3

N T T コ ミュニ

ー シ ョンズ

ケ 　 6 8 万 6 0 0 0

（4 0歳一般資格 1級モデ）
円

レ）
6 7 万 1 5 0 0 円

※

1 万 4 5 0 0 円 5 1 1万円 5 0 6 万円 ＋10 4 0円　※3　 2

鰭毅纏鵠醗蟹騒塾鱒議運隷詳 J冨 繭 鶉 離 隔 、 謹 筒 －3 0 0 0 ま 、輩翳鶉醸鰹

中 部 電 力 　 7
（3 8 8
7 万 0 0 0 0

歳、組合員平均
円

）
8 1 万 6 0 0 0 円 ヽ －4 万 6 0 0 0 円

鵬　 臆

3 25 5万円 －15 1万円 品 摺

電力 慰

］

ガス 頴

　ヽ　　口

ヒ陸 電 力

穎 緩 欝 、

7

（37 1

／／ 欝

2 万 0 0 0 0

歳、組合員平均

鰯 讃 蘭 澄籠

円
）

8 0 万 2 0 0 0 円

方 7 0 0 0 ∴

ヽ

滋

－8 万 2 0 0 0 円 27 0 0 万円 73万円　 ＋3 2 1円

サー ジ

ビス ノ

※3

；ェイ コ ム ホ ー

レデ ィンク ス だ

i≒！£

3 9 万 9 0 1 5 円 （入社 1

以上の2 7 9 歳モデル）※
年

4 2 万 1 0 3 0 円 　ヽ －2 万 2 0 1 5 円 13 6 5万円 5 8 4 万円　 識 語

． ／イト

※4／今夏

ーヨーカ里とN TT 各社 （ドコモを除く）は、それぞれ親会社のセブン＆アイ・ホールディンクス、日本電信電話の数値。

は見込み額。

謁
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
す
ら
、

円
安
リ
ス
ク
は
捕
え
な
い
。

「
円
安
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る

ク
ル
マ
会
社
の
社
員
と
し
て
は

矛
盾
し
て
い
ま
す
が
、
円
安
で

ガ
ソ
リ
ン
の
値
上
が
り
が
進
む

と
、
車
の
購
入
意
欲
が
削
が
れ

て
ボ
ー
ナ
ス
の
増
額
分
も
帳
消

し
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
心
配
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に

来
年
か
ら
は
消
費
税
も
ア
ッ
プ

さ
れ
る
し
…
・
」
（
マ
ツ
ダ
社
員
）

コ
ン
ビ
ニ
と

高
島
屋
の
明
暗

現
在
の
賃
上
げ
ム
ー
ド
を
醸

成
し
た
の
は
、
ロ
ー
ソ
ン
や
セ

ブ
ン
＆
ア
イ
と
い
っ
た
小
売
り

大
手
の
賃
上
げ
報
道
だ
っ
た
。

し
か
し
、
連
合
の
集
計
結
果
に

ょ
れ
ば
、
商
業
流
通
部
門
の
夏

の
ボ
ー
ナ
ス
の
平
均
は
、
1
2
万

7
3
6
2
円
も
の
減
額
で
、
む

し
ろ
全
体
と
し
て
は
〝
冷
夏
〟

に
襲
わ
れ
て
い
た
。

高
島
屋
は
、
業
績
が
前
期
比

10
％
増
（
2
8
0
億
円
）
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
夏
の
ボ
ー
ナ
ス

は
2
万
円
減
と
厳
し
い
結
果
が

出
た
。
鈴
木
弘
治
・
社
長
は
会

見
で
、
「
円
安
や
株
高
で
一
気

48

に
給
料
が
上
が
る
わ
け
で
は
な

い
。
一
部
の
富
裕
層
の
購
買
意

欲
は
高
ま
っ
て
い
る
が
、
一
般

の
方
々
は
身
近
に
感
じ
て
は
い

な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
指
摘

し
て
い
る
。

飲
食
業
界
の
中
で
支
給
時
期

が
早
い
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
は
昨
年

よ
り
約
5
万
円
減
と
い
う
結
果
に
。

「
ビ
ー
ル
や
新
ジ
ャ
シ
ル
の
販

売
競
争
激
化
に
よ
っ
て
売
上
高

が
前
期
比
1
・
9
％
減
、
営
業

利
益
が
前
期
比
1
0
・
2
％
減
と

な
っ
た
た
め
、
ボ
ー
ナ
ス
は
減

額
に
な
り
ま
し
た
。
1
2
月
決
算

な
の
で
、
今
期
は
ま
だ
円
安
の

影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。
為
替
予

約
な
ど
原
材
料
調
達
コ
ス
ト
が

変
動
し
な
い
よ
う
な
企
業
努
力

も
し
て
い
ま
す
」
　
（
キ
リ
ン
ビ
ー

ル
広
報
担
当
）

そ
う
は
い
っ
て
も
、
こ
の
ま

ま
円
安
が
進
め
ば
そ
の
余
波
を

受
け
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
海

外
か
ら
原
料
を
輸
入
し
、
国
内

向
け
に
製
品
を
製
造
し
て
い
る

企
業
に
と
っ
て
、
円
安
は
大
き

な
打
撃
と
な
る
の
だ
。

高
す
ぎ
て
公
表
で
き
な
い
業
界

週刊鷹Xr

こ
れ
ま
で
春
闘
で
ボ
ー
ナ
ス

額
を
公
表
し
て
い
る
企
業
を
中

心
に
泣
き
笑
い
を
み
て
き
た
が
、

実
は
大
笑
い
、
大
泣
き
を
し
て

い
る
の
は
、
公
表
し
て
い
な
い

業
種
の
人
々
で
あ
る
。
た
と
え

ば
金
融
緩
和
の
恩
恵
を
ス
ト
レ

ー
ト
に
受
け
る
銀
行
や
証
券
、

不
動
産
で
は
、
今
夏
の
ボ
ー
ナ

ス
は
軒
並
み
増
額
の
見
通
し
だ

が
、
ど
こ
も
公
表
し
て
い
な
い
。

㌻
メ
ガ
バ
ン
ク
が
5
年
ぶ
り

に
3
行
揃
っ
て
ボ
ー
ナ
ス
ア
ッ

プ
と
な
っ
た
こ
と
は
す
で
に
報

じ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
誌
が
個

別
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
三
菱
東

京
U
F
I
で
4
0
歳
課
長
ク
ラ
ス

は
昨
期
よ
り
1
％
ア
ッ
プ
で
1

飲
食
業
界
に
は
円
安
の
逆
風
が

5
4
万
円
程
度
。
三
井
住
友
と

み
ず
ほ
の
同
ク
ラ
ス
で
約
5
％

の
ア
ッ
プ
で
、
三
井
住
友
が
同

1
5
2
万
円
、
み
ず
ほ
が
同
1

5
0
万
円
程
度
と
い
う
。

株
高
で
沸
く
証
券
会
社
や
マ

ン
シ
ョ
ン
販
売
の
好
謂
な
不
動

産
業
界
の
ボ
ー
ナ
ス
も
景
気
が

い
い
。
年
1
回
支
給
の
野
村
証

券
の
40
代
営
業
職
は
年
間
2
0

0
万
～
4
0
0
万
円
に
な
る
見

込
み
で
、
大
和
証
券
で
夏
が
1

5
0
万
円
程
度
。
三
井
不
動
産

と
三
菱
地
所
は
4
0
歳
課
長
級
で
、

夏
の
ボ
ー
ナ
ス
だ
け
で
3
0
0

万
円
か
ら
4
0
0
万
円
と
い
う

か
ら
驚
き
の
水
準
で
あ
る
。

「
不
動
産
に
転
職
し
た
金
融
マ

ン
が
『
こ
ん
な
に
高
い
ん
だ
』

と
驚
い
て
い
る
ほ
ど
。
証
券
や

不
動
産
が
ミ
ニ
バ
ブ
ル
の
先
陣

を
切
っ
て
い
る
状
態
だ
が
、
－
取

引
先
の
手
前
も
あ
り
『
高
す
ぎ

て
公
表
で
き
な
い
』
と
い
う
」

（
金
融
ジ
ャ
し
ナ
リ
ス
ト
の
小
泉
深

氏
）同
じ
く
ボ
ー
ナ
ス
額
が
あ
ま

り
報
じ
ら
れ
な
い
の
が
中
小
企

業
だ
が
、
こ
ち
ら
は
反
対
に
超

の
つ
く
逆
風
で
あ
る
。
前
出
の

滝
上
氏
は
い
う
。

「
連
合
の
集
計
結
果
l
に
J
A
M

（
も
の
づ
く
り
産
業
労
嘲
組
合
）

の
数
字
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は

自
動
車
業
界
関
連
の
下
請
け
が

中
心
の
企
業
組
合
で
す
が
、
前

年
の
6
6
万
円
か
ら
6
3
万
円
に
下

が
っ
て
い
ま
す
。
好
詞
な
自
動

車
業
界
に
あ
っ
て
も
大
企
業
の

ボ
ー
ナ
ス
に
反
映
さ
れ
て
い
る

だ
け
で
、
下
請
け
に
は
広
が
っ

て
は
い
な
い
」

主
に
中
小
企
業
の
組
合
が
加

盟
す
る
全
労
連
の
伊
藤
圭
一
・

調
査
局
長
は
顔
を
曇
ら
せ
る
。

「
中
小
企
業
の
夏
の
ボ
ー
ナ
ス

に
つ
い
て
は
、
円
安
の
マ
イ
ナ

ス
の
影
響
が
働
い
て
減
額
あ
る

い
は
横
ば
い
に
な
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
燃
料
費
、
原
材
料
費
が

上
が
る
た
め
、
今
後
の
コ
ス
ト

増
を
見
越
し
、
あ
ら
か
じ
め
ボ

ー
ナ
ス
を
抑
え
る
か
ら
で
す
。

ア
ペ
ノ
ミ
ク
ス
は
、
中
小
企
業

の
ボ
ー
ナ
ス
に
関
し
て
、
む
し

ろ
マ
イ
ナ
ス
に
働
く
で
し
ょ
う
」

中
小
企
業
の
賃
金
を
研
究
す

る
北
見
式
賃
金
研
究
所
の
調
査

に
よ
れ
ば
、
厚
労
省
の
厚
生
年

金
事
業
年
報
か
ら
算
出
す
る
と
、

男
性
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
う
ち
ボ

ー
ナ
ス
ゼ
ロ
の
割
合
が
0
0
年
の

2
1
％
か
ら
Ⅱ
年
度
に
は
2
6
％
に

ま
で
上
っ
て
い
る
。
日
本
の
9

割
が
中
小
企
業
で
あ
る
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
そ
の
し
わ
寄
せ
は

中
小
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
か
ぶ

っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

だ
が
、
ボ
ー
ナ
ス
ア
ッ
プ
の

大
企
業
に
し
て
も
、
果
た
し
て

企
業
の
儀
け
が
本
当
に
反
映
さ

れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。

原
資
が
な
い
の
か
と
い
え
ば
、

そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
表
に
付

記
し
た
1
人
当
た
り
の
内
部
留

保
と
1
人
当
た
り
の
営
業
利
益

を
見
て
ほ
し
い
。
例
え
ば
ト
ヨ

タ
は
、
1
人
当
た
り
の
年
間
営

業
利
益
が
3
5
0
万
円
に
も
及

ぶ
。
こ
れ
は
本
業
の
売
り
上
げ

か
ら
人
件
費
等
を
差
し
引
い
た

も
の
だ
か
ら
、
こ
れ
だ
け
の
余

剰
利
益
が
給
与
に
反
映
さ
れ
な

い
で
会
社
の
儲
け
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
の
溜
ま

り
先
で
あ
る
内
部
留
保
に
ー
い
た

っ
て
は
、
一
人
当
た
り
3
－
1
6

4
万
円
と
い
う
巨
額
に
な
る
。

11
3
万
円
の
ボ
ー
ナ
ス
ア
ッ
プ
な

ど
、
会
社
に
と
っ
て
は
痛
く
も

か
ゆ
く
も
な
い
の
だ
。

こ
れ
ち
の
数
字
を
見
れ
ば
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
笑
う
の
が
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
で
は
な
い
、
と
い

う
現
実
が
見
え
て
く
る
の
で
あ

る
。
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0
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発
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